
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏も平年より高い予報が出ており、気象庁の３か月予報では東日

本で気温が高い確率が 50％の見込みです。 

最高気温の高い日もありますので今から暑熱対策をして、暑熱被害を最

小限に抑えましょう。 

 

 

 

・鶏には汗腺がないため暑熱環境に著しく弱く、採卵鶏では産卵率や卵重の

低下、肉用鶏では発育の停滞を招きます。気温３５℃以上では斃死が多発し

ます。 
 

 

                    

             

・南側、東西の窓によしず・寒冷紗・グリーンカーテンを設置し、直射日光を

遮断する。地面からの反射熱も妨げる。 

・屋根に石灰乳を塗布する。 

（100㎡あたりドロマイト石灰 50kg、石灰：水＝1：2で溶解） 

・周囲の下草を刈り、蜘蛛の巣や埃の清掃、不要物品を除去することで風通

しをよくする。その上で、扇風機等を用いて送風を実施する。（特に一日の暑

さがこもる夕刻～夜間の送風が効果的！） 

・鶏糞をこまめに除去して発酵熱の発生を防ぐ。 

 

 

 

・飼養密度を下げる。 

・冷たい水（20℃前後）が十分に飲めるようにする。 

・重曹（0.5～0.7％）、ビタミン A・C・E製剤、生菌剤などを給与する。 

・早朝や夕方の涼しい時間帯に採食させて食下量を増やす。 
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☀暑熱対策はじめてますか？ 

鶏舎の環境改善 

鶏の暑熱対策 

暑熱の影響 

担当：保健衛生課 


